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今回我々は， Pmus波形を二次曲線と仮定し，

PO.1をその最初の部分の傾きと考え，pressure-

ti配 productの近似値を求めた.

[近似式)Pmusあるいは Pesの波形の吸気部分

を，吸気開始時点で PO.1 (単位 c凶 20)の傾きを

持ち，吸気時間(T1，単位 sec)後の時点に頂点を

持つ二次曲線と仮定した.すると，近似 P園田

園田(単位c耐 20)と近似円P(単位c耐もU*sec/圃in)

は以下の式で表される.

近似Pmus園田=5XP
O
.
1 
XTr 

近似PTP=200X PO. 1 X Tr X T/Ttot 
【対象]気管内挿管あるいは気管切開下に補助

換気を胞行中の成人 7例(男:友=6:1，年齢 16

~86， 平均 56 歳). 

【プロトコール]補助換気の設定を次の 6条件

に変化させた(1)PSV b出 e:測定前に設定され

ていたサポート圧. (2) PSV low: PSV baseより

5c凶も0低いサポート庄. (3)PSV high: PSV base 

より 5cmJ-~0 高いサポート圧. (4)Assist/Control 

(A/C): PSV baseにおける一回換気量と呼吸数

を設定した定常流換気. (5) SIMV: A/Cにおける

呼吸数の 50%の SJMV回数を設定. (6)CPAP.人

工呼吸器のトリガー感度は圧トリガーで

Ic耐も0とした.

[測定と解析】口元の圧とフロー， Pesを測定

した.バッグ換気による過換気で患者吸気努力

を消失させて C，Rを決定し Pmusを測定した.

オフラインで解析し， PO.1から近似した
PTP(PTPaw)をPmusからのPTP(PTPllus)およびPes

からの PTP(円Pes)と比較した.

【結果】PTPawとPTPmusとの相聞は，門Paw=0.752

X PTPl1us -O. 042 (r=0. 928)であった(図1).

PTPawとPTPesでは，PTPaw=O. 856 X PTPes十1.162 

(r=0.810) であった(図 2).換気条件ごとの

円Pawは PTPmus，P1Pesと問機に換気補助の程

度が強くなるほど小さい値となった(図3). 

【結語】PO.1から近似した円P(PTPaw)は円P阻us，

PTPesとほぼ同じ値を示し，患者吸気仕事を評

価することができる.
400 

350 • 300 • 250 

。。
0

5

 

Z

1

 

E
F
比ー↑ι

• • 
100 -n・37

R;O.928 

L← g←十(十一」

50 

50 

国 1 -50 50 100 150 200 250 300 350 400 

1112 -50 50 100 150 200 250 300 350 

PTPes 
2501 一一一一一一申1
与← PTPaw
-D卜 Pτp.，

200 i • PTPmus 

• 50 i 
図

F 
o 
圃 P$Vbase PSV low P$V high AlC SIMV CPAP 




